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入札機関台北市政府工務局新設工事処（以下、「機関」という。）及び落札者 

□   第 1入札参加業者○○○○○○○（以下、「代表業者」という。）、第 2入札参加業者

○○○○○○○（以下、第 1業者と第 2業者を合わせて「業者」という。） 

□   ○○○○○○○（以下、「業者」という。） 

双方は、政府調達法（以下、「調達法」という。）及びその主務機関が定める規定に基づい

て本契約を締結することに同意し、以下の条約を遵守するものとする。 

  

第 1条 契約文書及び効力 

 （一）契約書は次の文書を含む 

1.   応札書及びその変更又は追加文書。 

2.   入札書及びその変更又は追加文書。 

3.   落札書及びその変更又は追加文書。 

4.   契約書本文、添付文書及びその変更又は追加文書。 

5.   契約時に提出した契約履行に基づく文書又はデータ。 

6.   その他本契約の権利義務に関連し、双方が協議の上で合意した文書は、

その合意結果によって優先順序を決定する。 

 （二）定義及び用語： 

1.   契約文書とは、書面、録音、録画、写真、縮小模型、電子データ又は

サンプル等の方法によって表されるオリジナル又は複製品等、前項で

定める資料をいう。 

2.   工程会とは、行政院公共工程委員会をいう。 

3.   専任技術者とは、機関により本契約で与えられた専任技術者の職権を

行使するよう書面にて割当てられた者をいう。 

4.   専任技術者代表とは、専任技術者が指定し、本契約を実施するために

定められた責任者をいう。その権限範囲は、専任技術者が書面にて業

者に通知しなければならない。 

5.   施工監督部門とは、機関より現場監督作業を委託された業者をいう。 

6.   施工監督部門／専任技術者とは、施工監督部門がある場合は施工監督

部門とし、施工監督部門が無い場合は専任技術者とする。 

7.   専任技術者／機関とは、専任技術者がいる場合は専任技術者とし、専

任技術者がいない場合は機関とする。 

8.   下請けとは、所謂一括再委託ではなく、契約の一部をその他業者が履

行することをいう。 

9.   書面とは、FAX、電報及び電子メール等の手書き、入力及び印刷された

書信及び通知をいう。機関は調達法第 93条の 1の規定に基づき、電子

化することを許可するものとする。 

10. 規範とは、施工規範、施工安全、衛生、環境保護、交通安全手引、技

術規範及び工事施工期間など、契約の規定により提出した全ての規範
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及び書面による規定を含む工事規範及び規定をいう。 

11. 図面とは、機関が契約書に基づいて業者に提供した全ての図及びそれ

に付随する資料をいう。また、必要なサンプル及び模型等、機関の許

可を得て業者が提出した全ての図及びそれに付随する資料もこれに属

する。図面には設計図、施工図、構造図、工場施工製造図、詳細図等

を含むがこれらに限定されないものとする。 

12. 予定価格とは、調達法施行細則第 26条で規定する予定価格をいう。 

13. 契約価格とは、落札してから契約を締結する際の契約金総額をいう。 

14. 契約金総額とは、これまでの契約にて変更した金額、契約で定められ

た実作業量金額、物価調整額、割引金額等の調整後の金額をいう。 

15. 作業配分表とは、現場監督又はプロジェクト管理を委託する場合にお

ける「公共工程施工段階において規定する作業配分表」のことをいい、

これに基づいて、機関、業者、施工監督部門及びプロジェクト管理部

門の作業配分及び各作業期間、罰則等の処理を行うものとする。  

（三）契約する各文書の内容に適合しない箇所がある場合、別途規定している場

合を除き、優先順序は次の通りとする（各文書の内容は、本項【第 1条第

3項】の添付文書を参考にすること） 

1.   本契約書の条項。 

2.   作業配分表。 

3.   開札、落札の記録。 

4.   入札心得（追加版）。 

5.   入札心得（入札公告を含む）。 

6.   提案依頼書。 

7.   特定条項。 

8.   追加説明（又は規範）。 

9.   工程施工規範。 

10.  図面。 

 （四）契約する各文書の優先順序について、前項の規定以外では、次の原則に基

づいて処理する。但し、契約で別途規定している又は文書の内容に誤りが

ある又は偽造、変造している場合はこの限りではない。 

1.   契約条項は応札書内のその他文書に附記する条項より優先するものと

する。但し、附記する条項が特別な声明である場合はこの限りではな

い。  

2.    応札書の内容は入札書の内容より優先するものとする。但し入札書

の内容に対し機関が応札書の内容より優先すると判断した場合はこの

限りではない。業者が入札書内にて行った特別な声明が許可され、機

関により審査時に承認された場合、入札書の内容を優先するものとす

る。 




